
令和 2年度 学校図書館活用推進実践報告 

 新潟市立大江山中学校 

１ はじめに 

   全校生徒 169名（学級数８）、2019 年度統計蔵書冊数 10752 冊（図書標準 8430 冊） 

   貸出冊数 2250 冊（一人平均 13 冊） 

  

（１） 読書センターとして 

   貸出冊数には個人差があるが、図書館で読書や調べ物をする生徒も多い。毎朝 10 分間の朝読書を

行っている。読書傾向に偏りが見られるため、名作に触れてもらおうと今年度は SLBA の集団読書テ

キストを使用する試みを行った。最新のテキストのため、瀬尾まいこなど最近の作家の作品であるこ

と、読みやすい字体であることで楽しみながら読書することができた。図書館で続編を探し求める生

徒もいた。また、除籍した本

の中から学級文庫に入れる

本を図書委員に選書させた

ところ、自分達が選んだ本を

積極的にクラスメートにす

すめる生徒が多く見られた。 

 

（２） 学習・情報センターとして 

   「教職員向け図書館便り」で､教職員に公共図書館の貸し出しの流れにつ

いて説明した。さらに司書の机上に図書館利用カードを置き、公共図書館

のオレンジボックス貸出図書リストを自由に閲覧できるようにした。また、

授業で計画的に図書館を活用するための図書館年間活用計画表を作成し

た。図書館活用授業で使う本について､購入や貸出の依頼や相談が多く寄せ

られた。 

 

２ 具体的実践事項 

（１）読書センターとしての図書館の取り組み 

環境整備のため、基準を２０００冊超えていた本を支

援センターのご助言をいただき１０００冊ほど除籍し

た。情報の古くなった図鑑や学習に関する本を廃棄し、

資料を大幅に更新した。図書館入り口近くに調べ学習用・

時勢に応じた新しい本を並べた。新しく分類表を作成・掲示し、年度

初めにクラスごとに行う図書館利用オリエンテーション後も、生徒

が日本十進分類表を意識し、自ら本を探すことができるよう工夫し

た。また、生徒が探している本がどこにあるのかがすぐわかるよう、

作者別の見出しを作成した。 

 



（２）学習・情報センターとしての図書館の取り組み 

① 新コーナーの作成 

    戦争の本コーナー  

戦争の本は教科をこえて活用され、作文・レポートなどの課題が出た 

際の活用が多く、図書館内での掲示を求められる機会も多いことから、  

２類（歴史）３類（社会）９類（ノンフィクション）とばらばらに置か 

れている本をまとめたコーナーを作った。コーナーを作る際に、『禎子   

の千羽鶴』の本の横で折り鶴を折る生徒や、司書を手伝い進んで本集め  

をする生徒もいた。 

    英語の本コーナー 

     英語と日本語で書かれている絵本を並べ、読み比べができるようにし

た。英検に興味をもち学習に取り組む生徒の利用を促すための参考図書

を置いた。カウンター横に置いたため、「英検の本がある!」と英検前に

借りる生徒も増え、英語の絵本に親しむ生徒も見られた。 

    大江山中のコーナー 

     これまでは司書室で保管しており、生徒が閲覧することがで   

きなかった、生徒会誌や修学旅行の冊子など展示した。生徒は、  

家族の掲載箇所を探すなどし、口コミで広まり、大江山中コー 

ナーを目当てに来館する生徒も増えた。また生徒の国語の課題  

作品や創作部の作品も展示したことは生徒の励みにもなったよ   

うである。 

NIE コーナー 

NIE の研究指定を受け、従

来の新聞コーナーを作り直

した。以前からあった朝日中

高生新聞に、読売中高生新聞

を追加し新聞を読み比べで

きるようにした。広報図書委

員会が２つの新聞の読み比

べ、表をわかりやすく作成

し、NIE コーナー担当の委員

が新聞を毎週読み付箋で見

出しを貼ったところ、入試関連の記

事などに興味を示す生徒も見られる

ようになった。また、図書館前と階段

踊り場に NIE コーナーを作り、「新聞

の構成」の掲示に加え「司書の今日の

１面コーナーと１言コメント」を毎日更新している。中高生の投書記事を掲示するようにしたと



ころ応募者も出て実際に新潟日報に掲載される

こともあった。新聞を

購読していない家庭が

増えるなか、新聞をよ

り身近なものとして感

じてもらえるコーナー

になるよう工夫した。 

SDGs コーナー 

 SDGｓの本や資料を並べ、広報委員が気になる記事をスクラップ掲

示した。記事が１７の目標のどの番号に当たるのか考え、意見を記

入し付箋を貼った。例えば「東南アジアの国の少女が貧困のために

富裕層に嫁いでいく」といった１つの記事でも、１の目標「貧困をな

くそう」２「飢餓をゼロに」３「すべての人に健康と福祉を」など、

様々な目標に重複していることに気づき、社会の課題・ニーズをとらえ

ることができている姿が見られた。LGBT の記事では多様性を認め合う意

見も多く、拉致問題では自分だったらと考えを記入し、記事を読み込む

生徒も多かった。SDGｓに関わる本を借りたり、家庭での話題になってい

る話をしてくれたりする生徒もいた。記事を探し、友だちの意見を真剣に

読む姿勢が、新聞活用を通じて、学校全体の学びにもつながったように感

じた。 

 

 

 

 

 

 

② 小学校図書館との連携 

連携会議の開催と廃棄図書の利用 

     小中三校の司書が、互いの学校を訪問し情報交換を行った。それぞ

れの学校図書館で順番に連携会議を開催し、蔵書を確認した。シリー

ズものの本を一覧にした表、生徒のリクエストや図書館利用の実態を

調べたアンケートについて話し合い、人気図書や、児童生徒の利用の

状況や興味の傾向などについて報告し合った。中学校訪問時には、廃

棄図書の中から、小学校の学級文庫等に活用できるものを選んでもら

う機会を設けた。特に小学校の司書が中学校を訪問する機会はなかな

かなく、参考になったと喜ばれた。 

 

 

新聞川柳大会を開催した 



作者について、他にどんなこと

を調べるとよいでしょう・・ 

司書にアドバイスを求めた。 

あ～ここにあったん

だ！司書と一緒に資

料を探す生徒。 

読書週間には１年

生に本と一緒に展

示され貸し出しも

多かった 

情報カード 

中学校が中心となり、小中共通の情報カードを協力して作成した。調べやすいよう、媒体をイ

ンタビュー・新聞・本・インターネット用に分け、更に、小学校低学年と高学年・中学生用で

12 種類を作成した。授業だけでなく、生徒が図書館で利用できるよう、

図書館で常備し、記入の見本には、理科の授

業で行ったイモリとヤモリの見分け方をテ

ーマにして掲示するなど工夫した。シート

には、調べていく過程で生まれた新しい疑

問を記入する欄をもうけ、学びのサイクル

を導くように工夫した。また、情報を整理・分析する思考ツールのシートを１７種類用意し、

教諭や生徒がいつ来館しても使えるようにした。 

読書週間でのコラボ 

読書週間企画として、貸出冊数によってしおり   

やブックカバーをプレゼントした。ブックカバーは  

創作部が作成したもので、丸山小学校と大淵小学校 

にプレゼントした。３校の図書委員会との交流の機 

会にすることができた。 

 

③  授業での活用実践 

    〈国語〉２年 読書活動「１年生に薦める本～読書案内を作ろう」 

     「１年生に薦めたい本を探そう」を夏休みの課題とし、２学期最初の学習として、図書館で、 

薦める本の情報を集め、友だちと考えを共有し、自分の考えをまとめて文章にするという学習で

ある。「主人公が中学生だから」「中学生が読みたくなる内容だから」「部活の物語だから」など、

なぜ１年生に薦めたいかという理由を明らかにし、本を手にとってもらえるよう、「映画化され

た」「他にはこんな作品を書いている」と、集めた情報をわかりやすく工夫してポスターを作っ

た。司書に相談し、アドバイスを求めることで、充実した読書案内を作ることができた。また、

完成した読書案内は、広報図書委員会主催の読書週間時に掲示し、１年生に紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「君の選んだ本、面白そ

うだね。」と、紹介し合い

ながら学習を進めた。 



図書を参考にしてグループ学習を行っ

た。 
近隣の図書館から借り、

たくさんの資料を準備し

た。 

司書が教室に出向き、ブック

トークや読み聞かせを行っ

た。 

学習している単元の内容に

ついて、興味と理解が深まっ

た。 

授業後には、図書館に関

連図書展示コーナーを特

設した。 

〈理科〉２年 調べ学習「図書資料を活用して、身近な脊椎動物を分類しよう」 

図書資料を活用し、生活の様子に着目すると間違って分類しそうな動物を中心に、前時までに  

見いだした分類の観点をもとに、からだのつくりに着目して正しく 5グループに分類するとい 

う学習である。生徒が動物を分類する際、その根拠を文章にしながら分類することが重要であ

り、根拠を図書資料から探す活動を行った。司書が近隣の図書館から動物の分類や図鑑を多数用

意することで、多様な分類観点について網羅することができた。班で分担し思考ツールを利用

し、協力してからだのつくりについて調べ、全体で共有する場面でも、図書資料の内容を示すこ

とで、根拠をもって表現することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈英語〉３年 読み聞かせと BOOK トーク 「I have a dream」ローザ  

黒人差別について取り上げた教材について、関連図書を読み聞かせを依頼された司書がブッ

クトークの追加を提案し、行った。「あなたがもし奴隷だったら・・」「キング牧師とローザパー

クス」 についてブックトークを行い、その後、読み聞かせを行った。奴隷船から奴隷の死体が

流される様子や劣悪な船内環境など衝撃的な絵や KKK などの写真を見せたときには、生徒の反

響も大きく、教員からも、奴隷の残酷さがよくわかってよかったと好評であった。キング牧師の

講演のビデオとの相乗効果で、人種差別や公民権運動の理解が深まった。アンケートにたくさん

の意見を書く生徒も多かった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くま手チャートに記入し、発表

して、クラス全体で共有した。 



様々な新聞を読み、各自の

考えを出し合い、話し合っ

た。 

グループで話し合ったこと

を、クラス全体で共有し、考

えた。 

授業に有効な資料として

４０冊の図書を準備した。 

〈家庭科〉３年 NIE「子どもを取り巻く環境としての家族の現状を考えよう」   

子育て支援のための生徒や施設について､新聞記事を比較して読むことで､現状と課題に気づ

き､解決の方向性を考える学習であった。新聞を使い子育て支援の現状を知るという学習の導入

時に、司書に相談し４年前の新聞記事を取り寄せてもらった。子育ては生徒にとって決して身近

な題材ではない。しかし、生徒はさまざま新聞記事を読み、教科書では得られないより新しい、

より詳しい情報に触れながら課題に取り組むことができた。子育て支援のための制度や施設に

ついて、解決の方向性を考えるという学習は、かなり難しい内容であったが、子供たちは授業に

意欲的に取り組むことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈保健体育〉３年「がん予防について考えよう」    

     がんにならないために、中学生の今からできることは何だろうというテーマで学習であった。

テーマについて適した資料の相談をうけた司書が、支援センターのアドバイスを受けながら、自

校の図書１０冊と、公共図書館から３０冊ほど借り、資料を整えた。１時間目で、がん予防の生

活習慣について学習した後２時間目に、授業者と司書が協力し、司書が学習のまとめのクイズを

行った。また、新潟日報の厚生労働省調査の国民健康・栄養調査の新聞記事を取り上げ、紹介し

た。生活習慣改善を面倒くさいと回答されていることや、仕事が忙しいことが運動週間の定着の

妨げになっていることなどを説明し、中学生の今から予防に努めようと呼びかけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに新しい記事から、最新

の社会の様子を知ることがで

きた。 

ペープサートを使用しながらの学習のまとめ

クイズで、楽しみながら授業内容を確認した 

図書を参考にして作成し

た掲示物を廊下に展示し

た。 



分担した様々な新聞を読

み、それぞれの立場から合

憲か違憲かを考えた。 

意見を聞き、最終

的に自分の意見を

整理した。 

〈社会科〉３年 NIE 公民分野「司法権の独立と裁判」   

ゲーム依存症対策条例について、合憲か違憲かを多面的・多角的な視点に立って根拠を整理す 

ることを通して、人権の尊重や慎重な裁判の場を確保することに異議について理解を深める学

習だった。司書と相談し集めた関連する新聞記事を使い授業を行った。生徒は様々な立場からの

意見を読み、香川県のゲーム依存症対策条例が合憲か違憲かを考えそれぞれの根拠を整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)学校図書館活用の取り組みの成果と課題 

  読書センターとしての図書館の役割として、読書指導の充実を推進していくことが重要であるが、生

徒は日常生活の様々な活動で多忙であり読書の時間を確保することは難しい。そのような中で、図書館

の環境を整え、新たなコーナーを新設したことは生徒の読書に対する興味を広げることにつながった。 

  学習・情報センターとしての図書館の取り組みとしては、全校生徒が効果的に図書館を活用するため

に、教科と連携し、教科の学習で組織的・計画的に活用することが必要である。教科で学校図書館を利

用することで、教諭と司書が連携する授業が増え、学びが充実したものになった。年間指導計画を作成

し、学校司書とどのように連携し進めていくことが効果的な学びになるかを話し合いながら、授業を構

想した。効果的な資料の提示ができたことで、理解が深まり、ブックトークや図書館の特設コーナーで、

新たな興味や関心を抱く生徒が見られた。小中連携では、中学校が中心となって情報カードを作成し、

探究学習に生かすよう、各学校で工夫をしている。こういった活動がより充実したものになるよう、小

中司書協議会を定例とし、９年間の図書館教育の連携を継続していくことが大切である。今後はさら

に、学年や教科横断的な学び、タブレット端末利用との連携など、司書と教科担当で協力して、効果的

に学校図書館を活用していくことが、生徒の充実した探究的な学習につながると考えている。 

今後の課題として、今後導入されるタブレット端末をともに積極的に図書館の蔵書で得た知識を考

察・分析し深く洞察し、話し合い、まとめ、表現し、振り返り生まれた新たな疑問を探究していく生徒

の育成があげられる。そのためにも情報カードは教諭の授業実践にヒントを得ながら相談しつつ作成

を進めたが、さらに今後の授業での活用状況に応じて、利用者の意見を聞きながらで柔軟に改善してい

ければと考えている。また、図書館で目的とする図書にたどり着けるようパスファインダーの作成にも

取り組んでいきたい。社会のあらゆる問題には正解がないものが多い。そして情報が簡単に手に入る情

報過多の時代であるからこそ、得た情報を適切に活用できる能力の育成が、予測不能な時代を生きてい

く生徒の力になる。学校図書館は、生涯の学びの基礎となる主体的・対話的で深い学びの活動を支援し

ていきたい。 

 

グループで話し合ったこと

について全体で共有した。 


